
平成３０年３月教育委員会会議（定例会）会議録
１　日　時　　平成３０年３月１９日（月）午後３時～午後５時
２　場　所　　所沢市役所６階　６０２会議室
３　出席者         内藤隆行教育長
［委　員］大岩幹夫教育長職務代理者、吉本理委員、中川奈緒美委員、
寺本彰委員、清水国明委員
　　　　  ［事務局］美甘寿規教育総務部長、田中和貴学校教育部長、師岡林教育総務部次長、岩間健一学校教育部次長兼学校教育課長、木村立彦文化財保護担当参事兼文化財保護課長、池田隆人保健給食担当参事兼保健給食課長、千葉裕之教育総務課長、深谷康博教育総務課主幹兼教育企画室長、森田幸夫教育施設課長、安田幸雄社会教育課長、海老沢康子スポーツ振興課長、倉富恵理子生涯学習推進センター所長、中村まさみ所沢図書館長、米澤三八子教育センター所長
　　　　　［書記］　青木穂高教育総務課主査、名雪晋祐教育総務課主任
４　前回会議録の承認
５　会議の傍聴者　　１名
６　開　会　　　　　本日の議案は、請願第３号及び議案第３３号から議案第
３９号、追加議案第４０号から追加議案第４２号の計１１件。なお、議案第３９号、追加議案４０号については予算に関する審議のため、また追加議案４１号については人事に関する審議のため、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第１４条第７項に基づき、非公開としたい旨の発議があり、出席委員全員が賛成し、非公開で審議されることに決定した。　　　　　　　　

７　議　題
●請願第３号　ストリートスポーツ広場の設置を求める請願
資料に則り、千葉教育総務課長から以下のとおり説明がなされた。

１月２５日付で受理した本請願は、「近年ストリートスポーツが子どもから大

　人まで楽しめるもので、ストリートスポーツの内スケートボードについては、東　

　京オリンピックで正式種目として採用されるなど、人々の関心が高まっており、愛好者が増加している。そうした中、所沢市内にはスケートボードを練習できる環境が無いことから、そのような場所をつくってほしい」という趣旨である。
　　請願内容としては、教育委員会の所管だけでは対応できないと思われるが、本

日は教育委員会としては本請願をどのように取扱うかという視点で協議していた

だきたい。

　以下、質疑。

（清水委員）

　　請願された方は、運営にも関われるような経験や組織をお持ちの方なのでしょうか。
（千葉教育総務課長）

　　請願者の方は「ストリートスポーツ広場を作る会」の代表と請願書には記載されていますが、実際には「会」としての実態はないとのことです。ただし、代表者の方は、ここ数年市民フェスティバルに参加され、ストリートスポーツをまとめたブースを出しおります。３０人ほどのスタッフで開催し、ストリートスポーツの普及・発展に努めているようです。
（清水委員）

　　スケートボードは全国的に広まっていると思いますし、「若者のまち所沢」として若者の活躍の場を作ることは、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(やぶさか),吝か)ではないと思います。しかし、管理や運営についてしっかりした団体がやらないと、ストリートスポーツというのは、街中で槍投げや砲丸投げをするようなものにもなりかねませんので、陸上競技場で槍投げや砲丸投げをするのと同じように、一つのエリアを決めてルール化した方が良いと思います。
　　都内でも、公園などでスケートボード禁止の看板をよく見ますので、街にスケートボードをしている人が溢れてしまうのも良くないと思います。そうした広場を作って集めて、健全にスポーツをしていくためには、指導者が必要であると思います。

また、PFI方式で民間の資金を活用して、そうした広場を作っていくのも有意義であると思います。
（寺本委員）

　　この請願書に記載されている「航空公園も禁止されている」という記述について、スケートボードだけ禁止されているのでしょうか。それとも、例えばキャッチボールなども禁止されているのでしょうか。
（千葉教育総務課長）

　　スケートボード禁止の看板があり、またホームページ上でも禁止とされています。スケートボードは危険を伴うということは事実であり、公園の運営上危険と判断され禁止されていることと思います。

（寺本委員）

　　私はもしこのスポーツができる広場を作るとしたら、航空公園の真ん中しかな

いと個人的に思っています。なぜかというと、スケートボードはかなりの音が出てしまい騒音のトラブルにもなりかねないので、街の公園や住宅街ではまず難しいのではないかと思います。スペース的なことを考えても、航空公園の方が可能性があると思いますが、清水委員のご指摘のとおり、管理の問題が想定されます。航空公園を使うにしても、例えば時間帯を区切って保険に加入していることを前提にしてなどしないと、請願を受けて市が設置した広場ということで、市の責任になってしまうということも発生すると思います。請願の趣旨を活かすのであれば、どの場所で可能であるかを考え、事故やトラブルなどに対処するような責任の体制についても考える必要があると思います。
（内藤教育長）
　　航空公園は県立の施設ですので、練習場を作るとなれば県の権限となります。

　請願者は、パイプなど本格的な専用の練習場のような場所を求めていると思いますが、いかがでしょうか。

（千葉教育総務課長）

　　スケートボードの競技は、オリンピックでは２パターンあり、一つはパイプを使って行うもの、もう一つは階段や手すりを使って行うものがあるようです。請願者の趣旨としては、そうしたものも広めていきたいという願いもあるようです。
（吉本委員）

　　「広場」という言い方をしていますが、屋内の方がより管理や騒音の面で、またバリエーションを変えていけるという点で、都合が良いのではないでしょうか。屋内を含めて検討していただき、そういう場を設けること自体は良いと思います。

（内藤教育長）
　　スケートボードに対するニーズという点では、いかがでしょうか。

（海老沢スポーツ振興課長）

　　以前に、「このような施設がほしい」という「市長への手紙」をいただいたことがあります。また、市内に屋内の民間によるスケートボード施設があり、その施設は２０１６年の１２月にオープンしました。営業時間は、平日は１５時から
２３時まで、土曜日が１２時から２３時、日曜日が１２時から２１時ということで、かなり遅い時間まで営業しています。使用料は、１時間600円、３時間で1,500円、その他に入会金が必要とのことです。
　　利用者数については、平日は平均１０名程度、土日は２０名から３０名程度とのことです。なお、雨天時の場合は利用者が増えており、土曜日は５０名程度になることもあるそうです。オリンピック種目になったということもあり、子どもの利用も増加していると聞いております。騒音についても、特に苦情はないとのことです。

（内藤教育長）

　　近隣の市町村の設置状況はいかがでしょうか。

（千葉教育総務課長）

　　狭山市に「入曽パーク」というところがあり、調整池を利用し、周辺は入間基地のため騒音のトラブルが発生しない場所にあります。多目的スペースの一角であり、台風などで大雨が降れば調整池として水を溜めますが、普段水が溜まっていない時は、コンクリート舗装されておりますので、そこでスケートボードができるようです。公園の中ということで、公設となっております。

　　所沢市内においても、椿峰にある小谷公園は調整池の一角で、サッカーや少年野球ができます。このように、調整池を利用したスポーツ施設が、近年見られます。
　　「入曽パーク」については、スケートボードができたり、BMXができたり、共用でテニスコートとして利用できたりしており、多目的広場の一角としてそうしたものができるものです。なお、利用料は無料です。

　　ただし、そこはフラットなスペースしかなく、パイプや手すりなどはなく、ホームページでは上級者向きではないと紹介されています。

（大岩教育長職務代理者）

　　「入曽パーク」については施設だけ作って、「いつでも誰でも好きなように使ってください」というものなのでしょうか。
（千葉教育総務課長）

　　「入曽パーク」については、特段スケートボードに特化した施設ではなく、フラットなスペースでスケートボードもできるという形です。
（大岩教育長職務代理者）
　　教育委員会に対してこのような請願を出しているのであれば、もし施設を作るにしてもたとえば市民体育館に併設して作るなど、きちんとしたものを作る必要があると思います。そうすると管理が発生し、一番心配なのは危険な部分もあるスポーツであり、事故が起こった時にはどうなるのかなど、様々な懸念があります。オリンピックで正式種目となったものですので、前向きに考えることは必要だと思いますが、教育委員会だけで決めるのはなかなか難しいと思います。今すぐ結論を出すのは難しいと思います。
（中川委員）

　　教育委員会が扱うということでは、スポーツも教育であると思います。例えば、少年野球やサッカーは指導形態がしっかりしていて、指導者がちゃんといて子どもたちに安全に教えるということができているから、市としても万全に設備を整えていると思います。

一方、スケートボードはそれらとは異色で、公教育としての枠組みでこれをフォローしていくためには、自由にやりたい人がやるということではなく、まずはきちんと教える人がいて、そういう組織ができてからではないかと思います。
その前の段階として、例えばアスファルトで何にでも使えるスペースで、ここでやっても良いということはできると思いますし、他のスポーツでも使える形であれば、何とかフォローする体制が作れるのではないかと思います。

例えばバドミントンは、同じスペースでバレーボールやバスケットボールをやったりしていますが、そのようになっていけば効率よく使われると思いますが、ただ単にスケートボードしか使えないスペースを作るという段階では、まだないのではないかと思います。
（吉本委員）
　　今回はスケートボードですが、例えばフィギュアスケートをやりたいからスケートリンクを作ってほしいとか、競技ごとに願いを適えるのが本来の筋なのか、あるいは、そういうものを作るという市の中での検討委員会があって、毎年このような施設を作ろうという合意のもとで行われるのか、市としての方向性の中で行われるのかで、違ってくると思います。
（内藤教育長）

　　所沢市ではスポーツ推進計画を策定して、計画に基づき航空公園運動場の人工芝化などを行ったと思いますが、その計画の中にスケートボードのスペースについても位置づけているのでしょうか。
（海老沢スポーツ振興課長）

　　スポーツ施設を設置するにあたっては、市の計画やスポーツ推進計画の中に位置づけて進めておりますが、今現在スケートボード施設を設置するという計画はありません。また、市では公共施設等総合管理計画で総量規制などがありますので、新しい施設というのは現状では考えにくい状況です。
（内藤教育長）

　　スポーツ推進審議会においても、このような話はないのでしょうか。

（海老沢スポーツ振興課長）

　　ありません。

（清水委員）

　　非常に危険なスポーツで、しかもストリートで行うということで、高齢者などが使用する公園の階段の手すりを使って、スケートボードで滑ってくるものだと思います。オリンピックということもあり、そういうことをやり始める若者が今後出てくると思います。そうした時に、「禁止」の看板をいくつも立てなければならないと思いますが、そうした若者たちが発散する場所がないまま、ただひたすら規制するのは、非常に閉塞感があるのではないかと思います。そういう意味で、決められた場所だけ許可してその他は禁止するというようにしないと、他のスポーツとは違った現象が起こりかねないと思います。
（内藤教育長）
　　この請願に対して何らかの結論を出さなくてはなりませんが、例えば今すぐは難しいとしても、清水委員がおっしゃったようにスケートボードをやりたい人たちの場所の確保について研究していかなければならないと思いますが、そのような場合はどのように対応したら良いでしょうか。
（千葉教育総務課長）

　　委員の皆様のご意見を聞く限りでは、請願の趣旨は理解できるが、現実として受け止められるかといえば、それはなかなか難しいものがあるということではないかと思います。教育委員会としては、他にも優先すべき課題があり、ここで新たに小中学校の空調設備についても加わった中で、このスケートボードの施設ということになると、財政的にもかなり厳しいと考えられます。
　　また、請願者が求める広場の設置となると、教育委員会だけの問題ではなくなりますので、公園を所管する所属とも協議していく必要があります。
　　そうしたことから趣旨は理解できるが、現時点では難しいという回答とともに、今後も研究していくということになるのではないかと思います。

（中川委員）

　　他の部署にも話を持ちかけるということはできるのでしょうか。

（千葉教育総務課長）

　　今回の請願を受けまして、関係する所管には既に報告をしております。一つは、オリンピックを担当する企画総務課に話をし、請願者の方がオリンピック競技として所沢市としても盛り上げてほしいと要望すれば、その企画総務課の所管となります。
　　また、青少年の健全育成という観点から、青少年課にも報告しております。それとともに、市としてバックアップできないかと話しましたが、どこの所管も今は難しいとの回答でした。

（内藤教育長）

　　市内にある民間施設については、多少お金を払っても、利用者の満足度は高いのでしょうか。

（海老沢スポーツ振興課長）

　　小学生の利用者が増加しているということであり、これから利用者の満足度も高まっていくのではないかと推察されます。
（中川委員）

　　その民間施設で、教室は開かれているのでしょうか。

（海老沢スポーツ振興課長）

　　講習会という形で指導しているようです。
（内藤教育長）

　　それでは、皆さんの意見をまとめますと、長期的には支援をしていきたいが、現時点で「採択」とすることは、用地の取得など難しい課題があって困難であり、直ちに着手することは困難だが、様々な研究をしていくというようなことかと思います。
　　提案ですが、本請願については「不採択」とするが、オリンピックでも正式種目として採択されていることや、やる場所がなかなかないことなどから、教育委員会としては関係部局とも連携して、今後研究していくということで、請願者に回答してよろしいでしょうか。
《異議なし》
（内藤教育長）

    それではそのようにさせていただきます。　

●議案第３３号　所沢市立小・中学校管理規則の一部を改正する規則制定について
資料に則り、岩間学校教育部次長より以下のとおり説明がなされた。
本議案は、学校教育法の一部改正により、小学校の道徳の教科化に係る部分が、平成３０年４月１日から施行されることに伴い、「所沢市立小・中学校管理規則」第４条第２項第３号に係る例規の整備を行うものである。
以下質疑。
（吉本委員）

　「特別の教科である」とは、どういうことでしょうか。
（岩間学校教育部次長）

　　学校教育法施行規則に定められている文言ですが、国語や数学、理科などの教科とは違って、数値による評価は適さないものであることなどから、「特別の教科」と言われているものです。
（寺本委員）

　　「小学校にあっては」という書き方になっていますが、中学校において道徳が教科化される平成３１年度には、この文言がなくなると考えてよろしいでしょうか。
（岩間学校教育部次長）
　　そのとおりです。
※内藤教育長の採決により、出席委員全員が賛成し、原案どおり可決された。
　　
●議案第３４号　所沢市立小・中学校職員服務規程の一部を改正する訓令について
資料に則り、岩間学校教育部次長より以下のとおり説明がなされた。
本議案は、非常勤職員の育児休業取得要件に関して、「地方公務員の育児休業等に関する法律」、「埼玉県職員の育児休業等に関する条例」及び「埼玉県職員の育児休業等に関する規則」の一部改正に伴い、規定の整備を行うため、様式の追加及び改定等を行うものである。
「職員の育児休業等に関する条例」において、非常勤職員の育児休業取得要件に関して、育児休業に係る子が１歳６か月に達した時点で特に必要と認められる場合、当該子が２歳に達する日まで育児休業が取得可能であることが規定された。また、「職員の育児休業等に関する規則」において、非常勤職員の育児休業取得要件に関して、育児休業に係る子が１歳６か月に達した時点で保育園等に入れない場合等と規定したことに伴う規定の整備がなされた。これを受けて、「所沢市立小・中学校職員服務規程」第１７条第１項に係る様式第１３号「育児休業承認請求書」を改定する。
質疑は特になし。

※内藤教育長の採決により、出席委員全員が賛成し、原案どおり可決された。
●議案第３５号　所沢市スポーツ推進委員の解嘱及び委嘱について
資料に則り、海老沢スポーツ振興課長より以下のとおり説明がなされた。
委員の解嘱及び委嘱については「所沢市スポーツ推進委員に関する規則」により、教育委員会が行うとなっているため、本会議にお諮りするものである。

委員の任期は原則２年で、毎年約半数が任期満了を迎えるためこれを改選している。そして、この年度替わりが改選の時期となるため、任期満了者の後任として、新任・再任を含め、４８名の方たちをお願いするものである。任期については、平成３０年４月１日から３２年３月３１日までとなる。
なお、一身上の都合により解嘱となる３名のうち、後任が決まっている１名については、規則に基づき前任者の残任期間となるため、任期は平成３１年３月３１日までとなる。他２名の後任については、各地区で後任の選任に当たっている。また、欠員のある地区は４地区あり、現在、推薦依頼をしており、推薦書が提出され次第、順次本会にお諮りすることとする。

以下質疑。
（吉本委員）

　地区からの推薦により委嘱していると思いますが、専門とするスポーツの種目の幅が広がるような工夫をしていただけると、より良いと思います。
（大岩教育長職務代理者）

　　名簿の中央地区に関して、「（所小）」「（明峰）」と記述されていますが、どのような意味がありますか。

（海老沢スポーツ振興課長）

　　中央地区に関しては、人口が多いということもあり、所沢小学校区と明峰小学校区から、それぞれ選出されているというものです。
※内藤教育長の採決により、出席委員全員が賛成し、原案どおり可決された。

●議案第３６号　所沢市スポーツ推進審議会委員の解嘱について
資料に則り、海老沢スポーツ振興課長より以下のとおり説明がなされた。
本件に関しては、「所沢市スポーツ推進審議会条例」第２条により、教育委員会が任命するとあり、また、第３条でその任期は２年となっている。平成２８年７月１日付けにて委嘱した現在の委員の任期は、平成３０年６月３０日までとなっているが、知識経験者として選出されていた委員が、平成３０年３月３１日をもって小学校体育連盟会長の職を退かれることとなったため、委員の解嘱についてお諮りするものである。なお、本連盟からの後任の選出は、来月を予定しており、推薦書の提出があり次第、改めて委嘱について本会にお諮りするものである。
質疑は特になし。
※内藤教育長の採決により、出席委員全員が賛成し、原案どおり可決された。

●議案第３７号　所沢市教育委員会指定管理者選定委員会委員の委嘱について
資料に則り、海老沢スポーツ振興課長より以下のとおり説明がなされた。
所沢市民武道館の指定管理者「シンコースポーツ・サンワックス共同事業体」との契約期間が、平成２６年度から５年間となっており、来年の３月３１日をもって満了することに伴い、新たに指定管理者の選定が必要になることから、「所沢市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例」第１１条第１項第６号に基づき設置された、所沢市教育委員会指定管理者選定委員会の委員を委嘱するものである。
委員の構成については、同条例第１３条により「委員は８名以内で組織する」と規定されている。なお、外部委員の４名のうち、会計監査の観点から公認会計士、法令順守の観点から司法書士の２名は必置の職種であり、企画総務課から推薦をいただいている。また、他の２名については、高度な専門知識や専門的な観点から、早稲田大学や所沢市体育協会から選任している。

任期については、平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日の１年間を予定している。
以下質疑。
（吉本委員）

　常時、このような委員が委嘱されているわけではなく、契約期間満了により新たな指定管理者が選定されるたびに委嘱されるという理解でよろしいでしょうか。

（海老沢スポーツ振興課長）

　　そのとおりです。

※内藤教育長の採決により、出席委員全員が賛成し、原案どおり可決された。

●議案第３８号　平成３０年度所沢市教育行政推進施策について
資料に則り、深谷教育総務課主幹兼教育企画室長より以下のとおり説明がなされた。
２月の定例教育委員会会議においてご協議いただいた内容を踏まえて、修正を行った。なお、施策の今後の取扱いについては、本日の審議を経て議決をいただいた後、市議会及び政策会議に報告するとともに、市のホームページで公開し、記者クラブへも情報提供する予定である。
以下質疑。
（内藤教育長）

　　配布先は、市議会の他、どのようなところに配布を予定していますか。

（深谷教育総務課主幹）
　庁内各所属、学校長及び教頭、また県教育委員会にも配布を行います。
※内藤教育長の採決により、出席委員全員が賛成し、原案どおり可決された。

《傍聴者退室　午後４時７分》
●議案第３９号　平成２９年度教育費予算（３月補正・追加）について
資料に則り、森田教育施設課長より以下のとおり説明がなされた。
《削　除》
※内藤教育長の採決により、出席委員全員が賛成し、原案どおり可決された。

●議案第４０号　平成３０年度教育費当初予算（補正）について
資料に則り、森田教育施設課長より以下のとおり説明がなされた。
《削　除》
※内藤教育長の採決により、出席委員全員が賛成し、原案どおり可決された。

●議案第４１号　所沢市教育委員会職員（管理職）の人事異動について
資料に則り、師岡教育総務部次長から説明がなされた。

※内藤教育長の採決により、出席委員全員が賛成し、原案どおり可決された。
《傍聴者入室　午後４時４５分》
●議案第４２号　所沢市いじめ問題対策委員会委員の委嘱について
資料に則り、岩間学校教育部次長より以下のとおり説明がなされた。
本委員会は、平成２７年度に発足し、毎年３回の開催を行っている。今年度については、市内中学校の踏切事故の調査を含め、４回の開催を行った。
「所沢市いじめ問題対策委員会条例」第３条に「対策委員会は、委員１５名以内で組織する」とあり、平成３０年度も委員の構成は、今年度と同様に委嘱したくお諮りするものである。

先ほどの事案については、これまでもご報告してきたとおり、現在、事実関係の究明等を行っているところである。来年度も引き続き、いじめ問題対策委員会の充実が必要であり、様々な立場の方により、１２名の構成としている。新任者２名のうち、１名は弁護士であり、もう１名は早稲田大学からの推薦を待ち、調整しているところである。

なお、条例上は１５名となっているが、残り３名分の枠については、今回のように、重大事態等の発生に備えて、事例に応じた専門的な立場からの意見をいただけるように、緊急に必要な分野の委員を委嘱できるように配慮している。平成３０年度は、今年度と同様に３回の定例会に加えて、重大事態調査のための臨時開催を予算上では２回予定している。
以下質疑。
（寺本委員）

　今回新任となる弁護士の方の専門分野を教えてください。
（岩間学校教育部次長）
 これまで、様々な家庭裁判や企業の裁判を経験しており、教育に関する分野の経

験もある方です。
（吉本委員）

　　埼玉弁護士会に所属している方でしょうか。

（岩間学校教育部次長）

　　東京弁護士会に所属している方です。
※内藤教育長の採決により、出席委員全員が賛成し、原案どおり可決された。

８　協議事項　なし
９　報告事項
　 ○所沢市教育委員会後援等名義使用許可について（教育総務課）
○所沢市教育委員会の３月から６月までの主な行事予定について
(教育総務課)
○第２次所沢市教育振興基本計画の中間報告について（教育総務課）

以下質疑。

（大岩教育長職務代理者）

　教育大綱に対するパブリックコメントは終えていますか。また、教育振興基本計画に教育大綱の理念はどの程度反映されていきますか。
（千葉教育総務課長）
パブリックコメントは３月１４日に終えています。いただいた意見は３件あり、その事務処理を企画総務課が行っているところです。教育振興基本計画の素素案の作成に関しては、事務局に一任されているため、教育大綱の内容や所沢市の教育の理念等に齟齬のないように作成していきます。
１０　その他
（内藤教育長）　

先日、市内中学校の卒業式、及び所沢第二幼稚園の卒園式がありましたが、
委員の皆様からご意見やご感想があればお願いしたいと思います。

（中川委員）
　　東中学校の卒業式と所沢第二幼稚園の卒園式に行ってきました。とても暖かい雰囲気で、校長先生の暖かさと勢いが伝わってくる内容でした。生徒たちの姿勢も良く、地域の方々が生徒を見守る雰囲気も伝わってくる申し分のない式でした。幼稚園は、毎年のように子ども達がきちんと儀式をこなしていて、保護者の涙が胸を打ちました。
（吉本委員）

　　向陽中学校の卒業式に行ってきました。生徒、教師、地域の一体感を感じる、とても良い式でした。
（内藤教育長）

　　所沢中学校の卒業式に行ってきました。別れというより、次の舞台へ進む前向きな雰囲気を感じ、好感の持てる良い式でした。
（大岩教育長職務代理者）

　　山口中学校の卒業式に行ってきました。体育館を使うことができないことから、ミューズを使用しての式だったため、通常よりも限られた活動になってはいましたが、生徒も教師も一生懸命取り組んでいて、良い式だったと思います。
（清水委員）
　　小手指中学校の卒業式に行ってきました。とても良くまとまっていて、良い式でした。
・今後の日程等について

教育委員会会議４月定例会：４月２７日（金）午後１時３０分
所沢市役所６階　６０２会議室
教育委員会会議５月定例会：５月２９日（火）午後１時３０分
所沢市役所６階　６０２会議室
１１　閉　会　午後５時


